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1 は じ め に 

 

ビブルナム‘スノーボール’はヨーロッパ原産の落葉性の低 

木１）であり、手毬状の装飾花が新梢の上部につき、切り枝は花

束などに用いられる。本種は山形県内平坦部において、自然条

件下では5月上旬から中旬にかけて開花する。淡緑色の花色は

季節感を醸成させ、また、多くの花材との彩りの調和が美しい

ため、近年、早春期から需要が増加している。 

そこで、山形県におけるビブルナム‘スノーボール’の普通

促成作型の開発を目的に、ボックス定植樹を供試し、自然条件

下で低温遭遇させた後、順次加温室に入室を行い、萌芽、開花

時期および切り枝品質について検討した。 

 

2 試 験 方 法 

 

(1)試験1：2004年度 

ビブルナム‘スノーボール’の当年生枝を2003年7月に挿し

木し、発根した苗を露地に定植した。2004 年 11 月に畑土と籾

殻堆肥を容積比1：1で混合した培用土を用い、1ボックス（底

面56×37×高さ20㎝、培用土量：30L）に株間20cmで2樹ず

つ移植した。このボックスに移植した樹を供試し、2004 年 12

月1日から翌2005年1月26日まで約7～15日間隔で、ボック

スを最低温度 15℃の温室に順次入室して促成を開始し、萌芽、

開花時期および切り枝品質調査を行なった。促成開始から萌芽

までの日数を萌芽所要日数、促成開始から収穫までの日数を到

花日数とした。開花時期は、切り枝適期である2輪以上の花房

のがく片が45度以上展開した時とし、収穫日として表した。試

験規模は1区2ボックス・4樹とした。 

(2) 試験2：2005年度 

試験1で供試した樹から発生した枝を2005年3月に地際3㎝

程度の高さで切り戻した。4月に基肥（g/Ｌ）としてN：P2O5：

K2O＝0.30：0.30：0.36を施用後、露地圃場に溝を切り、ボック

スを15㎝程度埋設管理し、着花枝を養成した。2005年12月9

日から翌2006年1月30日まで約7～14日間隔で、ボックスを

最低20℃（昼温）／最低13℃（夜温）の温室に順次入室し、試

験1と同様に調査を行なった。 

(3) 試験3：2006年度 

2003年に露地に定植し、2006年12月まで養成した樹をボッ

クス（底面20×20×高さ37㎝、培地量：15L）に1樹ずつ移植

して供試した。培養土は試験1同様とした。2007年1月10日

から3月2日まで約10日間隔で、試験2と同様の加温室に順次

入室し、調査を行なった。試験規模は1区2ボックス・2樹と

した。 

  

3 試験結果及び考察 

 

（1)試験1：2004年度 

萌芽所要日数は促成開始時期が遅くなるほど短くなり、促成

開始1月26日区が最も短く19日、次いで同1月19日区が23

日、同1月12日区が27日となった。12月の促成開始では40

日以上と長くなった（図 1）。到花日数は、促成開始時期が遅

くなるほど短くなり、促成開始1月26日区が最も短く38日、

次いで同1月19日区が44日、同1月12日区が49日となり、

12 月の促成開始では 60 日以上と長かった。到花日数の長短に

は萌芽所要日数の影響が大きく、萌芽から収穫までの日数は大

差なかった（図1）。 

収穫日は、促成開始1月12日区が最も早く3月2日、次いで

同1月19日区が3月4日、同1月26日区が3月5日となった。

12月の促成開始では、促成開始12月28日区が3月3日となり、

同12月15日区では3月12日、同12月1日区では3月26日と

遅くなった（表1）。 

（2)試験2：2005年度 

萌芽所要日数は、促成開始1月20日区および同1月30日区

が最も短く15日、次いで同1月10日区が20日となった。12

月の促成開始では40日以上と長くなった（図2）。到花日数は、

促成開始1月30日区が最も短く39日、次いで同1月20日区が

45日、同1月10日区が47日となった。12月の促成開始では

60日以上と長くなった（図2）。 

収穫日は、促成開始1月10日区が最も早く2月26日、次い

で同1月20日区が3月6日、同1月30日区が3月10日となっ

た。12月の促成開始では、促成開始12月25日区が3月2日と



なり、同12月18日区、同12月9日区ではさらに遅くなり、1

月の促成開始時期とほぼ同等か遅くなった（表1）。 

（3)試験3：2006年度 

萌芽所要日数は促成開始時期が遅くなるほど短くなり、促成

開始3月2日区が最も短く8日、次いで同2月20日区が10日、

同2月10日区が14日となった。また、促成開始1月31日区で

は17日、同1月20日区では21日、1月10日区では26日とな

った（図3）。到花日数は、促成開始3月2日区が最も短く29

日、次いで同2月20日区が31日、同2月10日区が33日とな

った。また、促成開始1月31日区では36日、同1月20日区で

は44日、1月10日区では48日となった。1月上旬から下旬の

促成開始の到花日数は、それぞれ試験 1、試験2 とほぼ同等と

なった（図3）。 

収穫日は、促成開始時期の早い順となり、促成開始1月10日

区が最も早く2月27日、次いで同1月20日区が3月5日、同

1月31日区が3月8日となった。促成開始2月10日区では3

月16日、同2月20日区では3月23日、3月2日区では3月31

日となった（表1）。1月促成開始の切り枝品質は、いずれの促

成開始時期でも切り枝長70㎝以上、花房数2個/枝以上となり、

促成作型の商品性として問題なかった。商品枝数は5本/樹程度

であった（表2）。 

試験1、試験2、試験3の結果から、本県におけるビブルナム 

‘スノーボール’の実用的な促成開始の前進限界期は1月上中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旬と考えられる。サクラ３）やオウトウ２）では自然低温遭遇量と

促成開始時期の関係が検討されている。本研究では、それぞれ

の試験年次とも、1 月上中旬の促成開始までに遭遇した日平均

気温 8℃以下の低温遭遇量はおよそ8 週となり、休眠の深さは

暦日との関係も含めてオウトウ‘佐藤錦’とほぼ同程度と推察

された（表1）。 

 

4 ま と め 

 

以上の結果から、山形県におけるビブルナム‘スノーボール’ 

の実用的な促成開始の前進限界期は1月上中旬であり、切り枝

品質に問題なく、到花日数は約45～50日となる。また、1月下

旬以降の促成開始では到花日数が 40 日以下と短くなることが

明らかとなった。 
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表2 1月促成開始の切り枝品質と収量(試験3)

表1 促成開始時期と収穫日 

促成 切り枝長 花房数 商品枝数
z

開始時期

（㎝） （個/枝） （本/樹）

1月10日 75.8 2.5 5.5

1月20日 90.0 2.7 5.0

1月31日 80.6 3.3 5.5
ｚ
切枝長30㎝以上かつ花房数2個以上

図1 促成開始時期と萌芽所要日数(A)

および到花日数(A+B)（試験1）
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促成 低温
z

平均
ｙ

開始時期 遭遇量 収穫日

（週） （月日）

（試験1）

12月 1日  1.6 3.28

12月15日  3.3 3.12

12月28日  5.1 3. 3

 1月12日  7.3 3. 2

 1月19日  8.2 3. 4

 1月26日  9.1 3. 5

（試験2）

12月 9日  4.3 3.15

12月18日  5.6 3. 6

12月25日  6.6 3. 2

1月10日  8.9 2.26

1月20日 10.3 3. 6

1月30日 11.7 3.10

（試験3）

1月10日  8.0 2.27

1月20日  9.4 3. 5

1月31日 11.0 3. 8

2月10日 12.4 3.16

2月20日 13.9 3.23

3月 2日 15.3 3.31
ｚ促成開始までの日平均気温8℃以下
ｚ自然低温遭遇量
ｙ50％到達日

図2 促成開始時期と萌芽所要日数(A)

および到花日数(A+B)（試験2）

図3 促成開始時期と萌芽所要日数(A)

および到花日数(A+B)（試験3）



 


